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近代 日本における 「理学」概念の成立
金子 務(大 阪府立大名誉教授)
1,「 理」 と 「気」の先後関係 と日本の朱子学受容にける 「気の理」の展開
東 アジアの儒教文化圏において、日本の朱子学受容は蘭学洋学の洗礼 と並行 して、
中国儒学の朱子学 とはいくつかの点で変容す る。
中国朱子学においては、 厂気」は万物 を構成す る基礎質料、形而下の存在 であ り、
主 として 自然学に係わ り、 「理」はその質料 を成 立させ る根拠 ・意味、形而上の存
在であ り、主 として人間学に係わる、 とされ る。 さらに朱子 自身の思想形成でいえ
ば、まず朱子は周濂渓の存在論 と程伊川の理の哲学か ら出発 し、や がて張横渠の気
の哲学や邵康節の宇宙論 を取 り入れて、 自然 と人間の両領域 を覆 う壮大な学問体系
を樹立 したのである(山 田)。 したがって、朱子個人の思想史でいえば、単なる 厂理」
と 「気」の二元論 的接着ではなく、理の哲学がまずあって気 の哲学がそれ に包摂 さ
れたのである。朱子において、すでに 「理」の形而上学 の意 味における 「理学」 と
い う語は初出 していた。た とえば 「太極只是一箇理学」が 『朱子語類』巻一の 「人
傑」にある。太極 は万物 の統体であ り、 「ただ これ一個 の理学である」、と。逆 に
言えば、万物 はおのおの、太極(に して無極)と い う形而上的 「理」を備 えている、
ことを扱 う学が 「理学」、であった。
朱子学において、 『朱子語類』巻一の、これ理有 りて後、 これ気生まる、 「有是
理後生是気」 とあるように、朱子においては理の気にたいす る優 先がいわれる。理
は 「形相」 と違って表象性がなく、 「ロゴス」 と違って物質性 を拒否する(安 田、
『山田)
。 しか し同 じ巻一で も別の箇所で、理が気に遅れて出る意味のこともい う。
もし気の結聚せ ざる時は理 もまた付着す るこ とな し、 「若気不結聚時、理亦無附着」
とい うのである。ただ し、後者 は時間的 ・発生的前後関係であって、前者の論理的 ・
存在論的前後関係 と矛盾 しないと見ることがで きる(源)。
これ に対 して、そ うい う宋 ・明 ・清 と展開す る朱子学を受容 した江戸期 の日本に
おいて、 自然学研 究の深 ま りが、形而下的 「気」いわゆる自然の、生成発展する内
発的 「理」へ の注 目を生み出 し、新た な 厂気 の理」が、形而上的付着物である統制
的な 「理」を潜 って、大きく自立 し、やがて 自然科学の原理 ・法則 に化 していくの
である。近代 日本において、朱子のい う 「理学」 と異なる新たな 「理学」の誕生 を
迎える。 自然学の興隆によって、気 の経験的側面が強調 され、気が解体 ・解明され
てい くことによって、旧来の 「理学」とい う語句が 「気の理 の学」の意味の 厂理学」
に換骨奪胎 されてい く。 日本の近代 にか けて変容 した朱子学が、暗黙的に 「理学」
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への扉 を開いていった、 と見るべきであろ う。
もともと、朱子学において使われ る 「理」の意味には多義性のあった ことが否定
できない。 「理」はまず、①存在論的根拠を指す。 「もって然るところの故に」(所
以然之故、 『大学或問』)と い う意味の、天理である。つ ぎは、②人倫的性格 を示
す。 「まさに然 るところの規則」(所 当然之則、 『同上』)と い う意味の道徳律、
道理 ・倫理を指す。 さらには、③経験的側面 として 「気の理」を指す用法 もある。
「一木一草昆虫ノ微二至ルマデ亦各々理ア リ」(『 同上』)で ある。 『大学或問』
に 「気 の理」とともに 「物理」とい う語句が出現す るのも故な しとしない。この 「理」
の認識に、 厂居敬静座」によって天理 ・道理 を体認 し、 「格物致知」によって自然
界の物の理(物 理)の法 を得るともした。 この朱子学にい う 「格物致知」、すなわち
厂物 に格(い た)し て知 に到る」、事物の理を窮めてわが知を致す こと、を 「窮理」
ともいった。この朱子学にお ける認識論が、 日本に とって蘭学洋学の受容の上で豊
かな土壌 になったのである。
日.本の朱子学においては、貝原益軒、西川如見、新井 白石、山片蟠桃、佐 久間象
山な どで強弱があるが、 「理」の経験的側面が重視 されて、やがて 「気 の理」 とし
て、 「気」が主体に躍 り出てい く。益軒の 『大疑録』は明の儒者 ・羅整庵の影響下
にあ り、象 山も清の儒者 ・魏源の影響大であるよ うに、中国や朝鮮の儒学の影響 も
あるが、東アジアの 日本的儒教の変形は大 きい。天地の万物 を生 じる気を受けて、
人は 「元気」になるとし、その気の充実をはかる 『養生訓』 の益軒 は、 『花譜』序
で、君子が花卉を愛でるのは、その色艶でなく天地生物の気 が物に顕れるのを見る
ためだ、 とした。 「元気」論 も 「気」の重視の結果である(鈴木)。 自然を 「五行の
尊号」 と見、 「進退退進す る気」 とした安藤 昌益 も、独特な 「三気論」を唱 えた。
通気が人、横気が鳥獣 虫魚、逆気が穀種草木 を生む として、 自然の 「妙行」 を明 ら
かにす る 『自然真営道』1753年(宝 暦3)を 書いた。その 「気」を貫 く 「理」の学
の重要性、す なわち自然を貫 く原理原則が蘭学 ・洋学 の影響下で再認識 され てい く。
朱子学を否定 した古学派や陽明学派、本木 良永 ・志筑忠雄 らの通事学派 、三浦梅
園 ・帆足万里 といった独立派も、 この経験的合理主義を加速 し、 「性理学」 「窮理
学」の意味を深めた。その結果、認識の対象 としての自然 と、その 自然認識の方法
としての学理の分離 ・切断が生 じてい く。 こうして、いったんは学の主体に躍 り出
た 「気」 も解体 ・分割 されて、新たな 「理学」へ と整序 される。
こ うい う過程は 「気の消去」(塚原)と い うよ りも、 「理の再認識」 の動きを伴 う
とい う意味で、 「気 の揚棄」(AufhebendesQi)と い うべきであろ う。
天学には天下の道理を示す 厂命理」の学 と、形によって天象 を証す る 「形気」の
学 の二つ あるとした西川如見(1648-1724)は 、主著 『天文義論』1712(正 徳2)で 、
後者を重視 して、まず機器 による地上観測、すなわち地理 ・航海術 ・地図測度の地
測 を天学の基本 と見 る南蛮天文学 を鼓吹 した。通事の志筑忠雄訳述の 『暦象新書』
1798-1802(寛 政10一享和2)は 、ニ ュー トンの弟子であるジョン ・ケールの 『天文
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学入 門』蘭訳書を下敷 きに した ものだが、この原子論的蘭学者 においてはもはや、
対象 と方法 の切断は明確であ り、先取 りしてい る。 「我 と万物 と同じく有情 にして、
共に地上にあ り。地球 と星 と同じく円体に して、皆天中にあ り。 されば万物の数無
量に して、我其の一にあ り。我を除いては悉 く皆是れ天 な り」 と対象的外界を設定
し、 「先づ星行の実を知 らん と欲せば、先づその工夫の法を知 るべ し」 と、機器観
測によって拡大深化 した我が知覚 と、考察力 とい う通力 とを もって理解す る 「心遊
の術」 を会得す ることを唱えている。
こうした先達者 たちの動きの中で、石門心学の登場はこの傾 向を普及強化 し、新
しい 「理学」概念 を先取 りしていった。 さらに青木林宗 を受けた川本幸民や広瀬元
恭 らの学統か ら今 日にっながる 「理学」あるいは 「理化学」の概念が確立 し、やが
て明治維新後、福沢諭吉、西周、菊池大麓K中 江兆民な どによってより鮮明にされ、
理学部、理学博士号な どの形で制度化 され るに至る。なおわが国にお ける理学博士
第1号 は、1888年(明 治21)シ ーボル トの弟子であった伊藤圭介であ り、この時伊
藤は78歳 でなお現職の東大教授であった。
以下、 「理学」概念成立のダイナ ミックスを、その制度化に よる現実化 と絡めて、
江戸後期か ら幕末 ・明治期にか けての初期近代化 の時期 に絞って、概要を検討 して
おきたい。
2.江 戸後期 にお ける 「理学」の成立
石 門心学は、石 田梅岩 を開祖 として18世 紀初頭 の享保年間か ら19世 紀中期の幕末
期にかけて、町民層だけでな く広範広域の庶民に影響力 を持った学問の一派で、寺
子屋教育の先生層 に信者が多い といわれ る。なかで も、鎌 田柳泓著 『理学秘訣』1815
年(文化12年)は 同 じく 『心学奥の桟』1818年(文 政元)と ともに、理気 ・陰陽 ・五行説
に蘭学洋学を援用 して、一面で初等理科教科書の性格 ももった。その著者、鎌 田柳
泓(1754-1821)は 梅岩 の直弟子斎藤;全門か ら心学 を学び、古医法も修め、神儒仏に蘭
学洋学 の知識 も折衷 した。
『理学秘訣』 より、 「気 ト理」についての言説を見てみ よ う。
気ハ形 アツテ実也。理ハ形無フシテ虚也。…元来理ハ玉理木理ナ ドノ義ニテ、
条理 ヲ以ツテ云フ也。然ルニ条理ハ、必ズ物アツテ而 フシテ後チニ顕ハル。若
シ物ナキ トキハ、条理モ亦無シ。此 ノ条理モ亦タ無キ処、是 レ理 ノ根元、是 レ
理 ノ本体ニテ、是 レヲ名ケテー理 ト云フ。易二太極 ト云 フ是 レ也。又其 ノ形無
キニ因テ、周子是 ヲ無極 ト云 フ。此 ノ無極、物二著イテ条理 トナル。是 ヲ名 ヅ
ケテ萬殊 ノ理 ト云 フ。
この気 と条理 について言ってい ることは、すでに伝統的朱子学の範疇を出て、物
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たる気あって後に理顕れる立場、 「気の理」を主張 していることが注 目され る。 さ
らに 「理学ノ蘊奥」についての記述 には、人知が天理によって保証 されていて(天
理化 シテ人知 トナ リ)、 温暖を 自ず から知 るように、天理 に順応 して知を働かせ る
「理学」 の効用 を説 くのである。
人皆己 レヲ以ツテ有知 トシ、天 ヲ以 ツテ無知 トシ、反ツテ天ノ妙用 ヲ怪 ミ思
ヘ リ。不知[、]天 理化 シテ人知 トナ リテ、人知ハ皆天理ナル ヲ。…所謂飲水冷
暖 自知スル者也。理学 ノ益全 ク此ニア リ。忽ニスベカザル也。…繋累ノ念ハ、
理路分別ヨリ出ヅ。夫 レ心ハ天理ヲ以ツテ体 トス。故二天理二1頂ヘバ則チ泰二、
天理二順ザル時キハ則チ苦シ。
この 『理学秘訣』の12年 後、青地林宗(1775-1833)訳 述の、 『気海觀瀾』1827年
(文政10)が 現れ る。 これ は後の広瀬元恭 によって 「理学の嚆矢」 といわれ、わが国
で本格的な物理学書 とな り、天文学か ら物理学が 自立 した最初のもの といえる。青
地林宗は伊予松 山藩医の家に生まれ、蘭方医、幕府天文方の和解御 用 として、 『厚
生新編』の翻訳 にも携 わった(池 田)。馬場佐十郎、伊東玄朴 とも交わる。ただ し青
地林宗の著述では、学問の諸科の一つ、 厂物則之学」 としての 「理科」 と呼んでお
り、まだ明確に 「理学」 と言 っていないのに注意すべきである。林宗訳述の 『気海
觀瀾』凡例 にこうある。
理科 は物則之學に して、その形性 を揆(は か)り 、その功用 を察 し、諸器數
を徴 し、諸測 験を覆(し ら)べ 、審諦熟觀 し、以て諸實を折(あ き らかに)し 、
故にそれ究る所也。(原 文は漢文)
この青地の三女の娘婿、川本幸民(1810-71)が 、表現 の簡潔すぎて難解 とされた
な義父林宗の著作を、拡大充実 させ る。それが28年 後の川本幸民訳述 『気海觀瀾廣
義』1855年(安 政2)で ある。義父 の 『気海觀瀾』 と並んで、明治20年 代まで、こ
の2冊 は基本的な理学書、物理書になる。 これは明確に 「理学」を定義 し、 これ以
降、帆足万里 の 『窮理通』、広瀬元恭の 『理学提要』な どによって、 「理学」概念
が発達 し、精緻になっていく。幸民は摂津三 田の医家出身である。九鬼候 に従 って
江戸 に出て桂川甫周 に蘭学 を学び、幕臣 として薩摩藩顧 問、蕃書調所出役教授手伝
のの ち、明治維新後、故郷の三田に帰 る。
『気海觀瀾廣義』序は坪井信道の息である坪井教信が寄せたものだが、坪井の用
法では 「理科之学」 と 「理学」が混在 し、揺れ動 いているが、川本幸民 自身の記述
す る本文では、明確 に 「理学」が打ち出 され る。 ここではその川本幸民訳述 『気海
觀瀾廣義』の 「序」 と本文の内の、 自然学ない し博物学をもって理学 とい う定義 が
ある 「凡例」を挙げる。
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序:泰 西理科之学ハ鬼神之幽蹟 ヲ探 リ、造化之妙用 ヲ究メ、大ハ則チ 日月ヲ測
度 シ、小ハ則チ塵砂 ヲ分析ス。 …是 ヲ以テ理科之学百術之基礎ヲ為ス。…為二
之ヲ読ミ手舞イ足踊ル ノ佳境二入 リ、理 學之難ヲ知 ラザル無シ也。原文は漢文)
凡 例:「 ヒシカ」[physica]ハ 和 蘭 ニ コ レヲ 「ナチ ュール キ ュ ンデ 」
[natuurkunde]ト 云 ト。先 哲 譯 シテ 理學 ト云 フ。天 地 萬物 ノ理 ヲ窮 ムル ノ學 ニ
シテ(。)上 ハ 日月 星辰 ヨ リ下 ハ 動植 金石 二至ル マ デ(。)其 性理 ヲ論辯 シテ
ー モ残 ス所 ナ シ。 此學 タル ヤ(。)諸 藝 百 工 ノ源 ニシ テ(。)千 百 ノ事物(。)
須 臾 モ此 理 ヲ離 ルベ カ ラズ。
『気海觀瀾廣義』には 「醫」を学ぶ ためには 「理学」をまず学べ、その上でいまに
い う 「生理学」 「病理学」を習得せ よ、 としているのも注 目点である。
醫 ヲナ ス者 ハ(。)先 ツ此 「ヒシカ」 二就 イ テ(。)萬 有 ノ理 ヲ窮 メ(。)次
二彼 ノ 「ヒシ ョロギー」[人 身 生 活 ノ理 ヲ教 フル 學]ヲ 詳 ニ シ(。)而 シテ 後
「バ トロ ギー」原 病 學 二入 ルベ シ。 此諸 科ハ 本 ナ リ。治 療 ハ 末ナ リ。 若 シ其本
位 タザ レバ(。)審 二病 理薬 効 ヲ識 ル 事能 ハ ズ。
これ 以 降理 学 関係 の 出版物 も増 え る。そ の例 を挙 げれ ば 、 『理學 訓 蒙』1856年(安
政3)翻 刻 、出版 者 平 野俊 平 の もの だが 、これ はボ イ ス(YohannesB両s)の『フォル
ク ス ・ナチ ュール クンデ:[啓 蒙 物理 学]』1831年 版 の訳編 で ある。また 『理學 入 門』
1857年(安 政4)翻 刻 、な どもあ る。広 瀬 元恭 の書 『理學 提 要』1856年(安 政3)も 、
この風 潮 の 中で 出 る。
『理 學 提要 』 「題 言 」 を見 てみ よ う。 青 地林 宗 の 『気 海 觀瀾 』 を 「理 学 の嚆矢 」 と
呼ぶ 。
西 洋 医家 の子 弟 を教 導す る、先 づ 學科 を立つ 。一 に 曰 く、 窮理 、 二 に 曰 く、解
體 、 三 に 曰 く、生 理 、 四に 曰 く、病 理 、五 に 日 く薬性 、 六 に 曰 く、舎 密 、七
に 曰 く、 古 賢 の経験 。 …我 が邦 、 享保 中、洋 書 の禁 を 除 いて よ り、今 に於 て百
有 年 、餘 豪傑 輩 出 し、譯 を經 る者 、數 十 百種 、大 抵 方薬 の書 に係 りて、而 して
窮 理 の書 に及 ぶ者 、未 だ曾 て之 れ 有 らず。 曩 に芳 滸 青地 「林 宗1翁 の著 す所 の 、,
気 海觀 瀾 な る者 有 り。謂 ふ 可 し、 理學 の嚆矢 と。 然 り而 して文 約 に して邃 、事
を書す る も亦 畧 す。
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3.「 理 学 」 と並行 して現 れ る 「理化 学 」
一方 、 厂化 学 」 につ いて は、 多 くは 当初 の蘭 語scheikunde(分 離術 、 の意)を 写
して 、青 地林 宗 は 「分析 術 」 、幸 民 は分析 ・合 成 の両面 が あ る と して初 め は 「分合
術 」 と した。 しか し蘭語 で もchemieが 優 勢 に な る と、や が て 「化 学」 が使 われ 出
す 。 その 間 、宇 田川榕 菴 の 『舎 密 開宗 』1838-1847(天 保8一 弘化4)は 蘭 語 を音 写 し
てセ イ ミの 「舎 密 」 としたが 、上海 版 『六合 叢 談』1857-58で 、 中 国語訳 の 「化 学 」
が現 れ る と、幸 民 がそ れ を採 用 して 、 『万 有化 学』1860年(万 延 元)や 明 治 にな っ
て 出す 『化 学通 』 で、 「化 学 」 を提示 した ので あ る。
宇 田川 榕 菴(1798-1846)は 実 験 ・観 察 に優 れ 、 西洋 自然 科 学 の導 入 に大 き く貢 献
した蘭 学者 で あ る。葯 ・柱 頭 ・宿 根 ・雄 蘂 ・雌 蘂 ・気 孔 な ど多 くの 学術 用語 を造 っ
た。 西洋 の学 問 を 「三 科 の学 」 と して 、 「弁物 」(ヒ ス トリー)と 「窮 理 」(フ ィ
ジ カ)と 「舎密 」(ヘ ミー)に 分 け、 「弁 物 が窮 理 の端 を 開 き、窮 理 、舎密 の基 を
なす 」(『 植 学啓 原』1834年 、 天保5)と し、 「弁物 は学 の門墻 な り、舎密 は理 の
堂奥 な り」 として、 『植 物啓 原 』 と 『舎 密 開宗 』 を 出 した。 榕菴 は用語 法 の 上 では
厂理 学 」派 では な く、 「窮理 」 派 で あっ た。
一 方 、川 本 幸 民 は、幸 民訳 述 『化 學 通』 、1871年(明 治4)に お い て 、理学 の内
容 を 厂理 学化 学 」 として、 「理 化学 」 の語 を生む きっ か けを作 る。 なお 「物理 学 」
を銘 打 った書 物 は1875年(明 治8)刊 の片 山淳 吉 『物理 階 梯』(文 部省 編 纂)が 最 初
とされ る。
そ の幸 民 の記述 を以 下 に掲 げ る。 「理学 化 学」 とい う使 い方 で あ る。
此書 ヲ讀 ム者、先 ッ気海観瀾廣義ヲ読ムヘシ、書中理学作 用に與カル者ハ、略シ
テ戴セス、盖理学化学ハ相待テ以テ互二其用ヲ相成ス、一 日離ルヘカラサル者
ナ リ
この 「舎密」または 「化学」 と 「理学」 との絡み合いは、1869年(明 治2)5月
に、理化学専門の教育機 関として制度化 された大坂舎密局の改名問題 にも反映 して
いる。 わが国では幸民 らによる 「化学」(中 国で も 「化学」が一般的、と指摘 され
てい る)よ りも旧来の 「舎密」が一般的 に使 われていたが、化学だけでな く物理学
も包摂 した大坂舎密局の名称について、御用掛の 田中芳男(1838-1916)が 出 した
1869年(明 治2)の 書簡 を紹介する。なお 田中は伊藤 圭介門下の博物学者で、…蕃書調
所物産学出仕役 を経て舎密局に移 り、 さらに1870年 大学南校出仕 をへて博覧会行政
に携わ り、1881年 農商務省農務局長 としてわが国の博物館 の基礎 を造った。
舎密 とは萬物離合變化の儀 に候間、近来支那に於ては化學 と儀訳仕候事に御
座候。然る處只今迄皇國におゐて舎密 と相唱居候義は、往年宇 田川氏始めて荷
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蘭之語セ ミー[Chemie]を 音譯致 し、爾後其儘相用、遂 に癖語 と相成候事 に御
座候。今般坂地へ右局御建設 御 興學 に相成候處、仍舎密局 と被称候へ共、此
局共化學のみな らず理學 もともに講究致 候處 に御座候へば甚以宏博に して、
単に舎密局 と相唱候へば偏固不適當に御座候哉 と奉存候 間、化學理學之両儀を
(包括)し 博物館 と御唱替被仰付度、此殺奉伺候、以上
巳三月二 日書之
大坂舎密局御用掛 田中芳男
平 田助左衛門
なお この書簡 は舎密局発足2ヶ 月前のものであるが、発足の翌明治3年5,月20日
名称 を 「大坂理学校」とし、さらに同年10月 開成所分局 の 「大坂理学所」となった。
なお同局教頭のオランダ人化学者 ・医師のハ ラタマ(K.W.Gratama,1831-88)に よる
講義が、訳書 『理化新説』全四巻(1870)が 出ている。
田中の書簡では、化学 と理学を包括 した 「博物館」の名称 をが提案 されてお り、
この ことは、後の田中の活躍を予見 させていて興味深 い。なお 「博物館」の名称は、
万延元年(1860)の 日米通商条約の批准書交換のための使節団の記録 に、ス ミソニ
アン博物館や特許局展示場 を見学 した際、 「大究理の館」 「百物館」 「器械局」 と
並んで 「博物館」(随 行員 の名村元度 『亜行 日記』にPatentOfficeを 指 して 「当所
博物館 二到 リ」とある)が 初出す る。この時な どの渡航体験を纏めた福沢諭 吉の 『西
航記』 にも、 「展覧場」 と並んで 「博物館」が出てくるか ら、田中芳男はこ うい う
事情を知 っていたかも知れない。
なお文部省 が創設 されるのは1871年(明 治4)の 廃藩置県直後だが、 ここに博物
局が設置 された。文部省博物館 の名 で、湯島聖堂大成館 において第1回 博覧会が挙
行 され たのがその翌明治5年 。同時にい よい よ新博物館創設 の動きになって、その原
案中、 「博物館之所務」に 「動物、植物、鉱物、三科之学 ヲ研究シテ其品物ヲ陳列
シ」』とあ り、 「三科之学」の 「学」が理化学を指す とは明示 されていない。第一次
東京博物館の設置は明治9年 であ り、館長は同時発足の書籍館館長兼務の畠山養成
であったが、同年、視察途上の太平洋 上で病没 し、矢 田部良吉が引き継 いでいる。
なお ここで、明治5、6年 の新聞記事抜き書きから、 「理学」関係の記事項 目を
見 るに以下のよ うである。
1872年(明 治5)1月 南校(旧 開成所)に 理堂専 門学校開 く
3.月 南校の専門学校 閉鎖
理工学留学生派遣
8.月 東校南校 、大阪開成所、長崎広運館改称 医学校、中学校
1873年(明 治6)4.月 第一番 中学を開成学校 と改称
10月 開成学校開業式に理化学を天覧に供す
このよ うな動 きの中で、明治期になってよく読 まれた一般向きの理科書は、い う
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までもなく福沢諭吉 『訓蒙窮理 図解』1868(明 治元)で ある。同書について、福 沢 自
身 の解題がr福 沢全集緒言』に掲載されている。それ を見ると、 「物理書」 として
の意図が明白である。
一面には漢学の固陋を排斥す ると同時に、一面には洋学 の実益 を明にせ んこと
を謀 り、あらん限 りの方便 を運 らす其 中にも、凡そ人に語 るに物理 の原則 を以
て して自か ら悟 らしむ るよ り有力なるはな し。…広 く民間を相手にして之を導
くの第一着手は物理学 にあ りと決定はしたれ ども、無数 の国民 に原書 を読 まし
むるが如 き固よ り思ひ もよ らむ ことにして、差向きの必要は唯翻訳書 を示すの
一法 あるのみ。 …全体の原文如何 を問はず 、種々様々の物理書 を集 めて其 中よ
り通俗教育の為めに必要な りと認る ものを抜抄 し、原字原文を余所 にして唯そ
の本意のみを取 り、恰 も国民初学の為めに新作 したる物理書は窮理図解 の三冊
な り。(福 沢 自身の 『窮理図解』解題 より)
ここで福沢諭吉 と川本幸民の関係 について触れてお く。福澤が明治30年 に 「今を
去 る三十人年前」のこと、として幸民を蕃書調所 に尋ねているのを思い出 している。
自分の本 を出す上で、 「闕字」(文章中、天皇 ・貴人 ・皇国な ど貴尊 の名の上に、敬
意 を表 して ユ,2字 空けて書 くこと)について尋ねた とい うエピソー ドである。
当時蕃書調所(開 成所 と名を改めた後か確かに覚えず)の 主任教頭川本幸民先生
を木挽 町の私宅に訪ひ、従来著書中に何か貴尊:なる文字あれば闕字するの例あ
るが如 し、是れは国法の命ずる所に して背 く可 らざるものなるや否や と尋ね し
に、先生云 く、調所などには曾て其種の成規な し、都 て著書の思ひ思ひな りと。
余 は尚ほ念を押 して、然 らば先輩の先例に拘は らず著訳書中闕字を全廃 して も、
是が為 めに著訳書 の絶版 を命 じらるることなく、著訳者の罪に陥ることもなき
や と質 したるに、心配に及ぼず との明答は、蓋 し川本先生も洋学界 自由思想の
大家なれば、口にこそ言 はざれ闕字す る勿かれ と暗に訓ふるものの如 し。
このことか らも川本幸民の影響が福澤 を通 して明治期 日本に流れ込んでいた こと
がわかる。川本幸民の 『気海觀瀾廣義』 における 「費西加要義」を見 ると、認識者
の我 とその体外 にある対象 である 自然的事物 の切断が明確にな り、 「気」は全 く影
を潜 めている。
ヒシカ[費 西加]ハ 窮物理之學也。其要先知其物。 而後察其用也。物 トハ體 ア
ル者ヲ指ス。人獣草木金石皆物ナ リ。凡我 ヵ體外二在テ能 ク吾ヵ五識二觸ルル
者(。)皆 物ニアラザルハナシ。
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この認識者 と対象的自然の切断による 厂理学」の成 立は、その鋭利な切っ先が理
学そのものの解体 と同時に、認識者 自身にも及ぶ ことが、高野長英が先駆 した生理
学や 明治になって展開す る心理学の登場によって、 より明確 になる。切断のメスは
認識者 自身の身体的メカニズムや精神 的構造に及び、理学 ・医学 ・生理学 ・心理学
の 「分科に分かれた学」の誕生 となる。
西周(1829-97)は 、幕末 ・明治の洋学者であるが、講義録 『百学連環』総論、1870
年(明 治3)に おいて、窮理 の 「サイエ ンス」に物理 と心理 を区別 して、いち早 く来
るべ き心理学のレール を敷いた。
又 学 にIntellectual(心 理 上 ノ)Science及 びPhysical(物 理 ノ)Scienceと て二 っ
あ り。 …西 洋 近来 に至 りて は物理 大 に開 け、materialism(物 理家)の 説 に学 は
物 理 にあ りと云ふ に至 れ り。 然 れ ど も是亦沈 溺 す るの説 に して経 ち従 ふ べ き に
あ らず 。 …今 物理 開 けて 、蒸 気船 あ り蒸気車 あ りて 、数 百里 の用 を数 日に便 す
る ことあれ ば 、心 理之 に従 ふ て変 易 し…故 に 、物 理 は心 理 よ りも学 の主 と して
重ず べ き もの の様 に見 ゆ る な り。 然 れ ども物 理 を使役 す る もの は心 理 に して 、
物 理 は 心理 に役せ らる るに至 る な り。
もともと西洋の学問が 「諸科 に分かれた学」であることを、 目本人 としていち早
く認識 したのは、 『西洋記聞』 の新井 白石(1657-1725)で あったろう。 白石は 「博
覧強記 にして、彼方多学 の人 と聞えて、天文 ・地理の事 に至ては、企(く わだて)
及ぶべ しとも覚えず」と激賞 した江戸期最後の潜入宣教 師シ ドッチの審問を通 して、
西洋の学が三学四教に分 かれ、さらに地理 ・航海 などの実学に彩 られた西洋学問の
奥深 さをいち早 く知ったのである。 しか しこ うい う洞察 が浸透するには、蘭学 と洋
学受容 の曲折 した時間を要 したのである。
4.「 理学」の解体 と再編成
今 日の科学博物館の直接的前身は1878年(明 治10)発 足の教育博物館であ り、館
長は東京大学理学部教授矢 田部良吉で あった。その館長補手島精一は、翌年パ リ万
博事務 のため渡欧 し、英国か ら教育機械器具を導入 し、国産化を促す と同時に、全
国の小 中学校に理学機械 の貝冓入斡旋 にあたった。明治18年 までの6年 間に物理器械
1189個 、化学機械1471個 、計2660個 である。その間、明治14年 には 「小学校教則綱
領」が布達 されて、物理化学の実験器具や博物標本 を利用 した実物教育が重視 され、
教師の再教育問題 が浮上 した。 こうい う理学思想の普及が始まって、明治15年 を過
ぎると、理学講習会、理学講義、学術講義会 などが企画実施 されていくようになる。
明治17年 か ら21年 度の学術講義科 目を見ると、動物学、物理学、化学、数理学、地
文学、植物学、熱学、光学、衛生学、算術教授法、物性論、音響学な ど理学の分化
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の実体を反映 していく。
こうして 「理学」は単に 「理化学」ではない、研究 と応用を強調す る今 日の 「科
学技術」の意味に変 じていく面 も見せ る。 とくに1877年(明 治16)に おける 「理学
協会」の設立趣意書に、それが明白である。 こ うい う理学の、普及 ・大衆化の過程
と歩 を一に した分化 ・発展 を経 て、専 門家の問で、応用の大合唱の中で、理学 自身
の危機感 が自覚されてい く。改めて、理学の意味が再認識 され て、諸科の学問 を貫
きかっ上部概念 としての新たな意味を持つ 「理学」が刮 目される。それは基礎 科学
の振興 となるが、やがて 「理学」に代 わって 「科学」が時代の脚光を浴びることに
な る。 とくに菊池大麓 らの主張、理学 とその応用を混 同す るな、に顕著である。
まず 『理學協会雑誌』第1巻(明 治16年2月 発売)に ある理学協会 「設立之趣 旨」を
見てみよう。
凡ソ世 ノ所謂理学ナル者ハ天文、数理、博 物、地質、地質、地理、採鉱、航海、
化、工、医、等 ノ諸学科ニシテ其学科甚多ク其範囲極メテ広 シ(。)之 ヲ学ハ
ンコ ト固ヨリー人ノ得ヲ能クスル所ニアラス(。)之 力開進 ヲ望 ミ兼テ其完全
ヲ期スル者ハ則チ区分専攻ノ方二依ラサル可カラス(。)… 理学思想ハ未タ吾
国二普ネシ ト謂 フ可カラス(。)蓋 シ欧米諸州今 日ノ開明 ヲ効スモノ理学与ユ
テ功ア リ(。)開 明社会人間生活二便益 ヲ与ルモノハ則チ之 レ理学研究ノ結果
ヲ実地二応用セルモノニシテ邦国 ノ開進 ト理学 ノ進歩ハニ者相須テ始テ其 ノ目
的ヲ達スルヲ得可シ(。)
この理学協会の役員名簿を見 ると、幹事は、工学士藤岡市助、理学士中澤岩太、
理学士中村精男の3人 である。いずれ も大学 に籍 を置 く研究者であるが、理学研究
の成果 と応用 を強調するものであった。この趣 旨は、手島精一の主張 とも呼応 した。
技術教育活動 を展開する手島の 『東洋學藝雑誌』第59号 、1886年(明 治19)年8月
に載った「理学 を振興するの説」は、「理学 ノ振否バー国ノ盛衰強弱二関スル」か ら、
理学進歩 と応用 ・発明の うち後者を重視 した。 旧来の教育では、理科 といった ら医
科 のみ、農学は希で、砲学 といっても火薬製造に偏 していたが、 「方今二至 リテ理
学ハ大二其進歩 ヲ進 メ前 日ノ比ニアラズ」 となった。 「我 日本国ハ昔 日ノ東洋ノ孤
島ニアラズ。電蒸気 ノカバ恰モ欧米国 ト連結セシメタルガ如キノ今 日二方(あ た)
リ、国家 ノ開明ヲ進 メ富強ヲ致スノ大要具 タル理学ノ振興 ヲ謀ラズシテ可ナ ランヤ」
と力説す る。
この時代、同種の論説は氾濫 している。渡辺洪基 「理化両学の功益 を民間に播布
せ んことを務むべ し」 『東洋學藝雑誌』第55号 、1886年(明 治19)年4月10日 東京
化学会第七年会講演では、 厂余ガ務メテ行フ所(ロ)物 質世界 ノ事物皆理化両学二
由ルニ非 レバ之 ヲ格致スル能ハザルヲ信 ジ、其改良進歩ヲ謀ル ガ為メニハ理化両学
ヲ進捗セ ズンバアラズ ト為スノ丹心アル ニ在 リ」 とす るが、功益重視で ある。原 田
218
近代 日本における 「理学」概念の成立
千之介 の「工芸雑誌 の発刊 を祝す」『理化学的工芸雑誌』第1号 、1886(明 治19)7月
は、 「理化学的作用 ノ広 ク世二益スル、因 ヨリ論ヲ俟タザルナ リ。故二之ガ学 ヲ講
ズル者 日一 日ヨリモ多シ。然 レ ドモ特二理化学的ノ器械 ヲ製造スル者、我邦未ダ多
ク其人 ヲ見ザルナ リ」 と、基礎研究 を支える器械 開発の必要を指摘 している。
このような主張を先取 してあ らか じめ釘 を差 したのが、 菊池大麓(1855-1917)
である。菊池は西洋数学の導入 と教育行政 に多大の貢献をした。幕府命で11歳 の時
英国留学 し、1870年 か ら再留学 してケ ンブ リジ大学数学科 を卒業、帰国 した1877年
(明治10)に は東京大学理学部教授 になってい る。その後 は、理学部長、東大総長、
文部大臣になった。 この菊池大麓が 「理学之説」 と題 して1884年(明 治17)6.月8
日、大 日本教育会 において講演、 『大 日本教育会雑誌』第12号 、 『東洋学藝雑誌』
第33号 に載った。理学の研究 と理学の応用 とを峻別せよ、 とす る。
理学 トハ人ノ知識 ノ最高度ナ リ。 凡テ人 ノ知識ハ愛書ハ漠然、不確 、狭隘ナル
モ ノニシテ、漸々進 ミテ精密、確 実、広遠 二及ボスモノ トナルナ リ。而シテ其
最モ精密、確実、広遠ナルニ至 リテ始 メテ理学 ト称スルナ リ。…然レ ドモ世ニ
ハ理学 ト理学 ノ応用 トヲ混雑スル者ア リ。…世人ハ理学者ノ研究直二実用二係
ラザレバ、 「彼ハ学者ナ リ」 トテ幾分力嘲ヲ含ミ、其迂遠ヲ笑 フガ如シ。然 レ
ドモ斯ク迂遠 トシ、此世ノ中ノ事二殆関係ナキガ如 ク見傚ス所 ノ研究 ヨリシテ、
世界二及オシタル実益ハ甚ダ大ナ リ。…近頃マデ電気 ノ応用ナカ リシバ、其源
タル電気学 ノ近頃マデ進マザ リシガ為ナ リ。
菊池が 「世人ハ理学者 ノ研究直二実用二係 ラワサ レハ 〈彼ハ学者ナ リ〉 トテ幾分
力嘲 ヲ含 ミ」 とい う指摘は、今 日において も見 られる現象である。 しかし当時にお
いて も、それは間違 いである、む しろ 「学者全勝 ノ時代」である、 と叫ぶもの もい
た。東京専門学校鉄城居士 とい うペンネームの主である。 『東京経済雑誌』第403
号(明 治21年1月28日)掲 載の一文には、実際家 よりも学者 こそ、 「新社会 ヲ構成
スルニ尤モ勢力アル者」 と断 じ、原理 、プ リンシプルの真正なものが真理であ り、
この真理 を発見する者は 「皮相観察二敏ナル実際家ニアラズシテ沈深達識 ノ学者」
であるとした。菊池の理学研究重視の姿勢に共感 する人士 もいたのである。
お わ りに 「理 学 」 か ら 「科 学 」へ
明治10年 創立 当初 の東京大学理学部 には、工学系の学科 も含 まれてお り、理学の
制度化 は理学の応用 を含 むものであったことを指摘 してお きたい。
すなわち、東京 大学理学部には、数学科 ・物理 学科 ・化学科 ・応用化学科 ・生物
学科 ・動物学科 ・植:物学科 ・地質学科 ・機械工学科 ・土木工学科 ・採鉱 冶金学科で
あった。このほか工部大学校には土木 工学科 ・機械 工学科 ・造船学科 ・電気工学科 ・
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建 築 学科 ・応 用 化 学科 ・鉱 山学 科 ・冶 金 学科 が あ り、理 学 部 と競 合 して いた。 明治
19年 にこれ らが合併 して 工科大 学 をつ く る。
も とも と「科 学 」とい う言 葉 は 明治初 め西周 に よって 造語 され た 和製 漢 字 で あ る。
す な わち 『明六 雑誌 』第22号(明 治7年)掲 載 の 「知 説」に おい て 、こ う西 は記 した。
「学 は人 の性 にお い て よ くそ の智 を 開 き、術 は人 の性 にお い て よ くそ の能 を益 す も
の な り。 しか る に この ご と く学 と術 とはそ の 旨趣 を異 にす とい え ど も、い わ ゆ る科
学 に至 りて は 両相 相混 じて、判 然 区別 す べ か らざる もの あ り。 」 西 が こ こで い う
科学 は、従 来 の学 や術 と違 って 「両相 相 混 じ」 た もの、 つ ま りいま で い う科 学 技術
で あ った こ とが分 か る。 す なわ ち科 学 とは理 学+実 学 で あ り、科 学 技術 を もと も と
指す もの で あっ た、 と解 され る。
講 義録 『百学 連環 』総論 、1870年(明 治3)に お いて 、西周 は、 「学術 技芸 」Science
andArtに つ いて 、 「学」 とは 「あ る とあ らゆ るを分 明 に知 り、其根 元 よ りして 、
既 に何 等 の物 た る を知 るを 云ふ な り」 、 とい い 、 「術 」 につ い て は、 「何 物 に て も
成 り立所 の もの の根元 を知 り、 其成 り立所 以 を 明 白に知 るを云 ふ な り」 と述 べ た上
で 、 「学術 を達す るは唯 だ文 章 のみ な らず 、 又他 に種 々あ る な り。 其助 け とな るべ
き ものはmechanical(・ 器械 学)instrument(器 械)是 な り。 其・器械 を用 ゆ るの学 は第 一
に格 物 学 、天 文学 、化 学 、鑛 学 、地 質 学等 にて 、是等 は唯 だ 口説 にて 道理 を述 るの
み に ては分 解 な し難 き故 に 、各 器械 を以 て其 の 道理 を分 明 に なす な り」と指 摘 した。
さらに明治 中期以降の 日清戦争期 ともなると、理学ではなく 「科学」 とい う用語
が多用 され始 める。例 えば 自由主義経済論 を唱え、保護貿易論や政府の政策を批判
しつづ けていた人物である田口卯吉 が 『太陽』に寄せた論説、 「歴史は科学に非ず」
(第1巻11号 、1895年 、明治28)を 見 ると、科学には二種 あるとす る。すなわち地質
学 ・本草学 ・解剖学等の 「自然の有 り様を其侭書[き]現 したもの」を 「叙述学」、
天文学 ・物理学 ・化学 ・経済学 ・社会学 ・心理学等の 「自然の作用を説明す るもの」
を 「科学の本躰」 としてい る。言い換 えれば、記載的博物学 と因果 的科学 の二種で
ある。
しか しこのよ うな科学の階層別分化 に猛然 と反論 してい るのが、 「叙述学」 とい
われた地質学者の佐藤傳造であった。佐藤 は 「田口卯吉氏の科学説 を駁す」(『 太
陽』第2巻 第1号 、1896年 、明治29)で 、大正期に明確になる純粋科学の思想を先取
りして、こう述べるのである。なぜ地質学 をgeographyと いわずにgeologyと い う
か、生物学のbiologyや 岩石学のlithologyと い うのか、と反論 して、 「logosは 論
ず るの意な り」と述べ、例 えば噴火孔か ら採取 した岩石の化学成分 が種々異な り厂差
異 ある所以を其侭に記載す る而巳に止まらず、併せて其差異の生ずる原因について
考究す るな り」 と、科学 とい う以上、 どの ような分野であれ 「原因結果の理法」に
かかわるのであ り、 「自然の作用を説 明する」 ことを意 図 してい るとす る。発達の
程度の違いはあっても、同 じ科学に どうして 「本躰 と支躰 とあ らんや」、 と。ここ
220
近代日本における 「理学」概念の成立
に職業的科学者 の 「科学」に賭ける自負が読み取れるのである。
しか しこのよ うな差はあって も、学の功利 主義的側面の重視は明治期を通 して踏
襲 され、か えってますます強化 されてい くのである。政策者 ・実践家 と研究者 との
間に、ある種の科学観の乖離が見られ る。理化学が科学 に転 じて、功利主義 と結び
つ くとい う時代感覚の下に、科学技術 はもはや 国民国家 に体制化 され、それな しに
は済ま されないものであることの表明 と、それへの反発 と見ることができよう。
『太陽』創刊号(1895年 、明治28)の 発刊の辞 「第二の維新」以下の諸名 士の寄
稿 中、そのよ うな意味で特 に注 目され るのは、久米邦武の 「学界の大刷新」である。
久米 によれば、 日清戦争勝利後の戦後 こそ 「多事 となるべけれ」で、 もはや兵学 と
い う 「殺人機械 の運用 を講究する一科 学」 にかかず らっていられ ない とす る。 厂分
業専科」はい よい よ進むか ら、学界の 「各業各科」の面々は 「今にも泰東 の将来種々
のの望みをかけて、其の用意 をなす こと肝要なるべ し」 と力説 している。そ して 日
清戦争の勝敗 を決 した彼我 の差は、第 一に分業専科の遅速にあること(「 社会は知
能の発達す るに従ひ、何事 も分業専科 とな り、科に科を分かつて進む ものぞか し。」)、
第二は分業 を妨 げる長老階級政治 と徳治主義にもとつ く旧体制 と民権平等を旨とす
る立憲政治 と法治主義 に立っ維新体制 の違い(「 階級制に根 を託 して発生 したる論
議 は既に廃滅 に帰 した り。」)を 述べ 、学界にお ける 「温故知新」 と専門化 を力説
してい るのである。専門化 は同時に純粋科学化 でな く、国力に奉仕すべ き学理の道
なのである。
明治3年 にアメ リカに渡 り、 さらにイギ リスで学んで帰国し、教育博物館長を経
て東京工業学校長 になっていた手島精 一は、 『太陽』(第1巻 第2号)に 寄せた 「工
業教育」で、 「学理を工業に応用する こと」が不可欠 とい うことが維新以降認識 さ
れ てきた と見る。 「十年前に較ぶれば蒸気、水力 を工業上に用ゆる原動力は三十倍
の多 きになつた」 ものの、イ子細に見る と真の 自立にはほど遠い と嘆いている。原材
料 でな く加工品の増加 は望ましく、例 えば白羽二重の輸出高は製茶 を上回っている
が、 「外国にて模様を置いた り、又染 めた りする有様」で、これ は 「学理を染物に
応用せぬ結果」である。工業輸出品中第三位 の焼物類 は玩弄品ばか りで 日用 品にな
っていない。鉄道建設 は距離数は増えてい るが、レールや機械の多 くは外国から買
わなければな らない。綿糸紡績工業 も工場数は四十有余 になってい るが、紡績機械
はことごとく外国製ではないか、と。
さらに興味深いのは、この手島の日英工業比較論である。人 口は 日本 よりはるか
に少ないにもかかわらず、税収は 日本の10倍 以上、外洋 を航海できる蒸気船数はイ
ギ リス5700隻 、日本 は僅かに500隻 。日英交易の問題 で見ても、英 国製工業品の価格
は 日本の人 口あた り25銭 、逆に日本製品価格の英国人 口あた りで見 ると9銭 に満た
ない。 「同 じ島国であって、人 口が多 くあ りなが ら此の如き差を生ずるは残念な事
である、英 国の人民が多 くの汽船を用ひ多 くの銭 を払ふ は全 く学理 を応用 して工業
を発達 したに過ぎない。」 と、学理の功利主義的活用の徹底 を主張するのである。
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「理学」ない し 「理化学」とい う用語の意味内容が各種 に分裂希薄化 して、再度、
その意味を復権 しよ うと言 う動 きはあったが、次第 に 「科学」 にその場 を譲 り、科
学 と工業化が声高に叫ばれ るようになるのは、大正期以降である。 「科学」は もと
もとラテン語 の 「知 る」を意味す るscioか らフ ランス語の 「シアンス」scienceが 生
まれて、日本 で 「科学」になったものである。 「科学」とい う言葉は歴史が新 しく、
手垢の付かないフレッシュさもあ り、長い歴史の影 を引きずった多様性 と複雑性の
塊に化 した観 もある 「理学」概念の代わ りに、使われだすのである。それでも大正
期を代表す る研究機 関である理化学研究所には、その 「理学」 の内訳 を示す 「理化
学」が冠 されていた。
しか し昭和に入 ると、東京科學博物館が誕生す る。その官制(1931年[昭 和6]
6月10日)に はこ うある。
第一條 東京科學博物館ハ文部大 臣ノ所管二属 シ自然科學及其ノ應用 二關シ
社會教育上必要ナル物品 ヲ蒐集陳列 シテ公衆 ノ觀覧二供スル所 トス
東京科學博物館事務分掌規定
第一條 東京科學博物館 ノ事務 ヲ分チテ學藝部、經理課 トス 學藝部 二次 ノ
八部一係 ヲ置ク ー、理工學部 二、天文學部 三、動物學部 四、植物學部、
五、地學部 六、工業部 七、産業部 八、教育部 九、圖書館係
[理工學部:物 理學、化學及其應用等二關スル陳列品ノ蒐集陳列及保管二關ス
ル事項]
である。
その後、岩波書店が総合理科事典 を岩波 『理化学辞典』第1版(石 原純 ・井上敏 ・
玉虫文一編)と して出すのは、基礎科学者たちの 「理化学」好みの、 厂科学」 に対
す る最後の反撃 と見なせるか も知れない。その序1935年(昭 和10)3月 にはこ うあ
る。
理化學辭典 としたのは、物理學及び化學に於 ける術語及び人名等を主 とせ るに
よるけれ ども、之等の學術の基礎 として見做 され る數學及び 自然科學概論 に於
いて現 はれ るものを除外することはできない し、又之等 と密接 に關聯せる天文
學、気象學、地球物理學、鑛物學に於 けるものをも包含 しないわけにはゆかな
かった。それのみでな く我々は更に生物學、薬學、地質學、工學等からも必要
と思はれる限 りの多數 の術語 を採擇 した。
「科学」概念 とジャンル の問題 は別の機会に詳 しく検討 したい。
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